
有限会社 アドバンス 
 
情報開示に関する事項 
 
ふれあい介護福祉士実務者研修情報開示に関する事項 
 
（設置に関する情報） 
○設置者：有限会社 アドバンス 
○所在地：広島県府中市元町２７１－１ 
○電 話：0847-40-0066 
○代表取締役：藤岡 輝行 
○その他の事業：通所介護事業・短期入所事業・介護付き有料老人ホーム 
 
（介護福祉士養成施設に関する情報） 
○養成施設名称：ふれあい介護福祉士実務者研修講座 通信講座 
○所在地：広島県府中市元町２７１‐１ 
○連絡先：0847-40-0066（元町ふれあいセンター） 
○代表者名：藤岡 輝行 
○開設年月日：平成２７年３月８日 
○学 則：別紙１ 
○研修施設：① 広島県府中市鵜飼町６８１‐１ 府中ふれあいホームうかい 
      
（養成課程に関する情報） 
○養成課程スケジュール：別紙２および学則内日程表 
○定員：１クラス３０名・２コース 
○入学までの手続き：受講決定までの手続きは次の通りとする 
① 当連絡先まで資料請求またはホームページからダウンロードした申込書に必要事項を記載し、 
  写真の添付・保有資格の写し・本人確認の写しを添付し、期日までに提出する。 
② 当社から振り込み先案内・振込領収証明添付書類を発送する。 
③ 保有資格ごとに設定された受講料金の入金を指定期日までに納め、振込領収証明を指定用紙に添付  
  し、提出する。 
④ 当社が受講料入金確認後、受領書・通信・通学日程表・学習ガイドなどの資料を発送もって、受講決定とす

る。 
※ 申込締め切り日は開講の２週間前とする。ただし、申込締め切り日以降でも、募集定員に達していない場合

は、当社の判断により、申込を受け付けることができることとする。 
 
 
 
 
 
 
 



○費用： 
保有資格 受講料 

無資格者 １３５，０００円 
訪問介護員（ホームヘルパー）２級研修修了者 １１０，０００円 
初任者研修修了者 １１０，０００円 
訪問介護員（ホームヘルパー）１級研修修了者 ９０，０００円 
介護職員基礎研修修了者 ３０，０００円 
※ 上記金額には、テキスト代・団体総合生活補償保険・消費税を含むこととする。 

 
○科目ごとのシラバス：別紙３ 
 
○科目ごとの担当教員・資格： 
 氏名 年齢 担当科目 資格名 該当番号 
専任教員 
◎＝教務に関する主任者 

◎ 奥野 誠 ３９ 人間の尊厳と自

立・介護の基本・コ

ミュニケーション

技術・生活援助技

術・介護過程その

他 

介護福祉士 （１） 

 
 
 
介護過程Ⅲ（面接授業）担

当教員 

◎ 奥野 誠 ３９ 人間の尊厳と自

立・介護の基本・コ

ミュニケーション

技術・生活援助技

術・介護過程その

他 

介護福祉士 （１） 

中井 慎一 ３８ 生活支援技術 
（介護技術） 

介護福祉士 （１） 

医療的ケア担当教員 岡本 直子 ３９ 医療的ケア 看護師 （１） 
森 智子 ６１ 医療的ケア 看護師 （１） 

○使用する教材： 

 

教
育
用
機
械
器
具
及
び
模
型 

実習用モデル人形 

人体骨格模型  

成人用ベッド 

移動用リフト   

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ・ﾏｯﾄ 

車いす 

簡易浴槽 

ストレッチャー 

排せつ用具 

歩行補助つえ  

盲人安全つえ  

1体 

     1 体 

1床 

1台 

1台 

1台 

1槽 

1個 

1個 

    1本 

       1本       

視聴覚機器    

障害者用調理器具・食器類 

和式布団一式 

吸引装置一式 

経管栄養用具一式 

処置台又はワゴン 

吸引訓練モデル 

経管栄養訓練モデル 

心肺蘇生訓練用器材一式 

人体解剖模型 

  1器 

       1台 

       1 式 

2式 

2式 

1台 

2体 

2体 

1式 

1体 

 
 



○教材の目録 
No 教材名 著者・出版社 
１ 介護福祉士実務者研修テキスト  第１巻 人間と社会 中央法規出版 
２ 介護福祉士実務者研修テキスト  第２巻 介護Ⅰ 中央法規出版 
３ 介護福祉士実務者研修テキスト  第３巻 介護Ⅱ 中央法規出版 
４ 介護福祉士実務者研修テキスト  第４巻 こころとからだのしくみ 中央法規出版 
５ 介護福祉士実務者研修テキスト  第５巻 医療的ケア 中央法規出版 

 
（実績に関する情報） 
○卒業人数：１０３人（H２９年３月現在） 
○卒業者の進路：受講前より従事している事業所での介護職員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



別紙１                 学      則 

事業者番号 － 名  称 ふれあい介護福祉士実務者研修講座 

所 在 地 広島県府中市元町 271-1 

連絡先・ 

相談窓口 

所  属 元町ふれあいセンター 氏  名 植松 由香 
電話番号 0847-40-0066 FAX 番号 0847-40-0067 
メ ー ル fureai@advance2003.com HP アドレス http://motomachifureai.com/ 

１ 本研修講座の設置目的 

①設置目的 
介護福祉士養成のために必要な知識や技術を教授し、もって、介護福祉に

貢献する人材を育成することを目的とする 
２ 研修の内容 

① 名 称 ふれあい介護福祉士実務者研修講座 通信講座   

②課  程 介護福祉士実務者研修 ③講義方法  通信 

④ 実 施 期

間 

① 平成 29 年 5 月 6 日  ～  平成 29 年 11 月 12 日（6 か月以上） 
② 平成 29 年 6 月 10 日  ～  平成 29 年 12 月 23 日（6 か月以上） 

※ なお、保有資格によってはこの限りではない 
日  程 別紙「日程表」のとおり 

⑤ｶ ﾘ ｷ ｭ ﾗ ﾑ 

及び講師 
別紙「日程表」のとおり 

⑥使用テキ

スト 

名 称・ 
発行会社 

介護福祉士実務者研修テキスト 
中央法規 

⑦実施場所 

講義施設 
①府中ふれあいホーム

うかい 
 

所在地 ①広島県府中市鵜飼町 681 番地 1 
 

演習施設 
①府中ふれあいホーム

うかい 
 

所在地 
①広島県府中市鵜飼町 681 番地 1 
 
 

実習施設 実習なし 

⑧受 講 料 

金 135,000 円（テキスト代 13,824 円，消費税含む。） 
但し、保持している資格により下記のとおりとする 
訪問介護員 2 級・介護職員初任者研修修了者  110,000 円 
訪問介護員 1 級                90,000 円 
介護職員基礎研修修了者            30,000 円 

支払方法  一括払い  

解約条件・ 
返金の有無 

 研修開始前のキャンセルについては受講料を返還するが、 
 研修開始後のキャンセルについて返金には応じない 

⑨定  員 
 
各コース３０名（計６０名） 



⑩教職員の

組織 

教員の組織：当該講座に、次の者を置く。 
専任教員１名、介護過程Ⅲ担当教員２名、医療的ケア担当教員２名       

⑪通信を行

う地域 
広島県 

⑫そ の 他 

実施期間①、②それぞれにおいて、応募者数が定員の半分に満たない場

合は講座を実施しないことがある。その際希望する者には弊社他日程の

実務者研修講座を受講することができる。また、希望しない場合で受講

料を既に支払っている場合には、全額返金する 
３ 受講資格 

①資格要件 
介護事業に従事することを希望する者、従事することが確定している者 
またはすでに従事している者 

 

 

４ 受講の手続き 

① 申 込 方

法 

所定の申込み用紙に必要事項を記載の上、必要書類を全てそろえ持参又は

郵送にて申し込む 

② 申込先 

 有限会社 アドバンス 府中ふれあいホームうかい 
 〒726-0002 広島県府中市鵜飼町 681 番地１ 
 ＴＥＬ：0847-54-2166 

③受講決定 
先着順を原則とし。また申込み用紙の志望動機・介護の経験等の内容 
により受講決定を判断する。決定者には学習ガイドや教材等を送付する 

④科目免除 

免除の有無 ○有E A  ・  無 
免 除 科 目  別紙 1 のとおり 

対 象 者  別紙 1 のとおり 

申 込 方 法  申し込み時に申し出た上で、資格証を提示する 

５ 受講上の注意事項 

①遅刻・早

退・欠席の

取扱い 

遅   刻  各科目において、履修を認めず、別途補講を行う 

早   退  各科目において、履修を認めず、別途補講を行う 

欠   席  各科目において、履修を認めず、別途補講を行う 

②補講の実

施 

実施の有無 
A○有E

A  ・  無 

可能な科目 全ての科目 

上   限 2 日 

方   法 当社で行う別日程の研修にて実施。 

費   用 当社で受講する場合は 7,500 円/1 回 



注 意 事 項 
補講により、科目を履修するには、研修実施期間内に補講を

修了し、修了評価を受ける必要がある 

③修了の取

扱い 

修 了 評 価 
別紙、「添削その他の指導の方法及び課程修了の認定方法」に

記載 
修 了 期 限 平成 30 年 3 月 31 日までに修了すること。 

修 了 認 定 修了を認定した者には，修了証書を交付する。 

④受講の取

消し 

 次に該当するものは，受講を取り消すことがあるものとする。 
(1) 学習意欲が著しく欠け、修了見込がないと認められる者 

 
(2) 研修の秩序を乱し、他の受講者に影響を及ぼす者 
 

⑤休学及び

復学 

休学しようとする場合は、診断書その他事由を明らかにする書類を提出

し、校長の承認を受けなければならない。休学中の者が復学する場合はそ

の事由を明らかにする書類を届け出ければならない 

⑥受講中の

事故等の対

応 

・研修中の事故については、あいおいニッセイ同和損保の団体総合生活補

償保険に加入するとともに広島県、当該受講者の家族等に連絡を行い、

必要な措置を講じる 
・事故の状況及び事故に際してとった処置について記録する 

⑦個人情報

の取扱い 

受講者及び受講者に関係する者の個人情報については、他に漏れない様、

厳重に管理し、犯罪捜査等の法律上定められた目的に使用される以外は 
受講者の承諾なしに第三者に提供しない。 
また、受講者は、研修を受講する上で知り得た個人情報を漏らしてはいけ

ない 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

日  程  表 ① 

事業者名 有限会社 アドバンス 

 

年 月 日 

（曜日） 
研修時間※1 時間数 科 目 名 講 師 実施場所 

Ｈ29.5.6 
（土） 

9:00～10:00 1 ●開講式・オリエンテーション 奥野 誠 

府
中
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ム
う
か
い
（
府
中
市
鵜
飼
町
六
八
一
番
地
一
） 

H29.8.12 
(土) 

9:00～12:00 

12:45～17:30 
7 

介護過程Ⅲ 
通信学習の復習① 

奥野 誠 

H29.8.19  
(土) 

9:00～12:00 

12:45～17:30 
7 

介護過程Ⅲ 
通信学習の復習② 

中井慎一 

H29.8.26 
(土) 

9:00～12:00 

12:45～17:30 
7 

介護過程Ⅲ 
通信学習の復習③ 

中井慎一 

H29.9.9 
(土) 

9:00～12:00 

12:45～17:30 
7 

介護過程Ⅲ 
アセスメント 

奥野 誠 

H29.9.16 
(土) 

9:00～12:00 

12:45～17:30 
7 

介護過程Ⅲ 
計画作成・実施 

奥野 誠 

H29.9.23 
(土) 

9:00～12:00 

12:45～17:30 
7 

介護過程Ⅲ 
介護過程の評価・再計画 

奥野 誠 

H29.9.30 
(土) 

9:00～12:00 

12:45～15:30 
5 医療的ケア 

森 智子 
高上千鶴 

H29.10.14 
(土) 

9:00～12:00 

12:45～15:30 
5 医療的ケア 

森 智子 
高上千鶴 

H29.11.12 
(日) 

9：00～12：00 3 
介護過程Ⅲまとめ 

終了試験 
奥野 誠 

 

 

 

 

 

 

 



 

日  程  表 ② 

事業者名 有限会社 アドバンス 

 

年 月 日 

（曜日） 
研修時間※1 時間数 科 目 名 講 師 実施場所 

Ｈ29.6.10  
（土） 

9:00～10:00 1 ●開講式・オリエンテーション 奥野 誠 

府
中
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ム
う
か
い
（
府
中
市
鵜
飼
町
六
八
一
番
地
一
） 

H29.10.21 
(土) 

9:00～12:00 

12:45～17:30 
7 

介護過程Ⅲ 
通信学習の復習① 

奥野 誠 

H29.10.28  
(土) 

9:00～12:00 

12:45～17:30 
7 

介護過程Ⅲ 
通信学習の復習② 

中井慎一 

H29.11.3 
(金) 

9:00～12:00 

12:45～17:30 
7 

介護過程Ⅲ 
通信学習の復習③ 

中井慎一 

H29.11.11 
(土) 

9:00～12:00 

12:45～17:30 
7 

介護過程Ⅲ 
アセスメント 

奥野 誠 

H29.11.18 
(土) 

9:00～12:00 

12:45～17:30 
7 

介護過程Ⅲ 
計画作成・実施 

奥野 誠 

H29.11.25 
(土) 

9:00～12:00 

12:45～17:30 
7 

介護過程Ⅲ 
介護過程の評価・再計画 

奥野 誠 

H29.12.９ 
(土) 

9:00～12:00 

12:45～15:30 
5 医療的ケア 

森 智子 
高上千鶴 

H29.12.16 
(土) 

9:00～12:00 

12:45～15:30 
5 医療的ケア 

森 智子 
高上千鶴 

H29.12.23 
(土) 

9：00～12：00 3 
介護過程Ⅲまとめ 

終了試験 
奥野 誠 

 

 

 

 

 

 

 



 

添 削 そ の 他 の 指 導 の 方 法 及 び  

課 程 修 了 の 認 定 方 法  
                  事業者番号          

                              事業者名 有限会社アドバンス  

 

 確認・評価方法 理解度・合格基準 理解不足・不合格時の取扱い 

①
各
科
目 

◆担当講師がレポート等により理

解度等を確認すること。 

 

 

 

＜通信課題＞ 

◆担当講師が提出された課題の添

削を行い，理解度を確認するこ

と。 

◆別紙時間割及び授業内容に記載し

てある到達目標に達しているこ

と。 

 

 

＜通信課題＞ 

◆別紙時間割及び授業内容に記載し

てある到達目標に達しているこ

と。 

◆100 点満点法により，70 点以上を

合格とする。 

◆理解度が不足していると認められる場合

は，指導・助言・補講等による補習を実施

した後に，レポート等による再確認を行

う。 

 

＜通信課題＞ 

◆理解度が不足していると認められる場合

は，指導・助言・補講等による補習を実施

した後に，課題の再提出による再確認を

行う。 

②
介
護
過
程Ⅲ

 

◆出席簿により出欠を確認。 

 

 

◆演習については、担当講師が理解

度を確認すること。 

◆各科目全ての実施時間に出席する

こと。 

 

◆別紙時間割及び授業内容に記載し

てある到達目標に達していること。 

 

◆やむを得ず欠席した場合は補講を受講す

ること。 

 

◆理解度が不足していると認められる場合

は，指導・助言・補講等による補習を実施

する。 

③
医
療
的
ケ
ア 

◆出席簿により出欠を確認。 

 

 

◆演習については、担当講師が理解

度を確認すること。 

◆各科目全ての実施時間に出席する

こと。 

 

◆別紙時間割及び授業内容に記載し

てある到達目標に達していること。 

 

◆やむを得ず欠席した場合は補講を受講す

ること。 

 

◆理解度が不足していると認められる場合

は，指導・助言・補講等による補習を実施

する。 

④
修
了
試
験 

◆全科目の修了後に実施。 

◆筆記試験をおおむね 1 時間実施

し，担当講師が評価を行う。 

◆全科目修了後であること。 

◆100 点満点法により，70 点以上を

合格とする。（課題の総得点の 7 割

以上） 

 

◆不合格の者に対しては，修了試験が，合

格になるように指導・助言・補講等による

補習を実施した後に，再試験を行う。 

⑤
修
了
認
定 

◆上記①～④の確認・評価を元に課

程編成責任者が総合的に判断し

て認定する。 

◆上記①～④の理解度・合格基準を

全て満たしていること。 

 

 
 



 
 
別表２                    資格別履修科目   
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 



 
別紙３ シラバス 
 
（人間の尊厳と自立） 

科目名 人間の尊厳と自立 担当者 中井慎一・奥野 誠 

授業形

態 
通信 授業時間 5 時間 人数 30 名 

学習 

目的 
人間において、尊厳とは何なのか。自立とはどういった意味を持つのかを理解していく。 

到達 

目標 
尊厳の保持、自立・自律の支援、ノーマライゼーション、利用者のプライバシーの保護、権利擁護など介護の基本的な理念を理解している。 

授業計画 

単元 主題 授業内容 備考 

1 人間の多面的な理解 
人間を理解することで、人間の尊厳や人

権の意義を多角的に探っていく。 
  

2 自立・自律の支援 
自立と自律の関係性から、その人の生活

を支えることは何かを考えていく 
  

3 人権と尊厳 

介護における権利擁護とは何かを考え、

未だに残っている身体拘束等の人権侵害

をどのようにしてなくし、尊厳のある生活

が行えるのかを考えていく。 

  

教科書 介護福祉士実務者研修テキスト 第 1 巻「人間と社会」 (中央法規出版) 

成績評

価 
期限内提出、7 割以上の理解度および修了試験での評価とする 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
（社会の理解Ⅰ） 

科目名 社会の理解Ⅰ 担当者 中井慎一・奥野 誠 

授業形

態 
通信 授業時間 5 時間 人数 30 名 

学習 

目的 
介護保険制度の概要を理解し、活用していく技術を身につける。 

到達 

目標 
介護保険制度の体系、目的、サービスの種類と内容、利用までの流れ、利用者負担、専門職の役割などを理解し、利用者等に助言できる。 

授業計画 

単元 主題 授業内容 備考 

1 介護保険制度創設の背景と目的 

人口の少子高齢化から家庭の介護力の

低下に伴い、どのようにして介護保険が創

設されたか探っていく。 

  

2 介護保険制度の基礎的理解 

介護保険制度の仕組みを理解し、利用ま

での流れやサービスの内容、地域支援事

業等をつかんでいく。 

  

3 介護保険制度における専門職の役割 

介護福祉士・介護支援専門員・その他の

専門職の職域を理解し、チームアプローチ

として機能できるように活用していく技術を

身につける。 

  

教科書 介護福祉士実務者研修テキスト 第 1 巻「人間と社会」 (中央法規出版) 

成績評

価 
期限内提出、7 割以上の理解度および修了試験での評価とする 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
（社会の理解Ⅱ） 

科目名 社会の理解Ⅱ 担当者 中井慎一・奥野 誠 

授業形

態 
通信 授業時間 30 時間 人数 30 名 

学習 

目的 
社会における様々な諸制度について理解し、適切に活用するための技術を身に付ける 

到達 

目標 
社会保障制度など、介護の実践に関わる制度の役割と構造を理解し、利用者等に助言できる。 

授業計画 

単元 主題 授業内容 備考 

1 生活と福祉 
家庭生活の機能を理解し、家族・地域・組

織について考察していく。 
  

2 社会保障制度 

社会保障の役割と構造を理解し、社会保険

や公的扶助(生活保護制度)を把握してい

く。 

  

3 障がい者自立支援制度 

障がい者自立支援法が成立した経緯を把

握し、仕組みと内容、国などの役割関連機

関などを理解していく。 

  

4 介護実践にかかわる諸制度 

介護を実践するにあたって必要な制度(日

常生活自立支援事業・成年後見制度・第三

者評価制度等)を理解していく 

  

教科書 介護福祉士実務者研修テキスト 第 1 巻「人間と社会」 (中央法規出版) 

成績評

価 
期限内提出、7 割以上の理解度および修了試験での評価とする 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
（介護の基本Ⅰ） 

科目名 介護の基本Ⅰ 担当者 奥野 誠 

授業形

態 
通信 授業時間 10 時間 人数 30 名 

学習 

目的 
介護福祉士とは何かを理解し、尊厳の保持、自立に向けた介護の考え方と展開を理解する。 

到達 

目標 

・介護福祉士制度の沿革、法的な定義・業務範囲・義務等を理解している。 

・個別ケア、ICF(国際生活機能分類)、リハビリテーション等の考え方を踏まえ、尊厳の保持、自立に向けた介護を展開するプロセス等をりかいし

ている。 

・介護福祉士の職業倫理、身体拘束の禁止・虐待防止に関する法制度等を理解し、倫理を遵守している。 

授業計画 

単元 主題 授業内容 備考 

1 介護福祉士の制度 
介護福祉士を取り巻く状況を把握し、介護

福祉士制度を理解する。 
  

2 
尊厳の保持、自立に向けた介護の

考え方と展開 

利用者の尊厳の保持を把握したうえで、自

立に向けた介護とは何か、それをどのよう

に展開していくか考察する。 

  

3 介護福祉士の倫理 

専門職として介護福祉士の倫理を理解し、

どのように行動していけばよいか考察す

る。 

  

教科書 介護福祉士実務者研修テキスト 第２巻「介護のⅠ」 (中央法規出版) 

成績評

価 
期限内提出、7 割以上の理解度および修了試験での評価とする 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
（介護の基本Ⅱ） 

科目名 介護の基本Ⅱ 担当者 奥野 誠 

授業形

態 
通信 授業時間 20 時間 人数 30 名 

学習 

目的 
介護を必要とする人の生活を理解し、連携や介護における安全を確保しリスクマネジメントしながら支援する方法を理解する。 

到達 

目標 

・介護を必要とする高齢者や障がい者等の生活を理解し、ニーズや支援の課題を把握することができる。 

・チームアプローチに関わる職種や関係機関の役割、連携方法に関する知識を修得している。 

・リスクの分析と事故防止、感染管理等、介護における安全確保に関する知識を修得している。 

・介護福祉士の心身の健康管理や労働安全対策に関する知識を修得している。 

授業計画 

単元 主題 授業内容 備考 

1 
介護を必要とする人の生活の理解と

支援 

利用者自身が「その人らしく」生活できるよ

うに、どのように支援すればよいか考察して

いく。 

  

2 介護実践における連携 

チームアプローチや他職種の職域を把握

し、どのように地域で連携しているのか考

察していく。 

  

3 
介護における安全の確保とリスクマ

ネジメント 

現場における事故防止・安全対策等リスク

マネジメントの重要性を理解し、どのように

すれば予防できるか考察する。 

  

4 介護福祉士の安全 

バーンアウトや腰痛など健康管理、労務管

理の重要性を理解し、働きやすい職場とは

何かを考察していく。 

  

教科書 介護福祉士実務者研修テキスト 第２巻「介護のⅠ」 (中央法規出版) 

成績評

価 
期限内提出、7 割以上の理解度および修了試験での評価とする 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
（コミュニケーション技術） 

科目名 コミュニケーション技術 担当者 奥野 誠 

授業形

態 
通信 授業時間 20 時間 人数 30 名 

学習 

目的 
プロセスレコード等を活用しながら、介護における利用者・家族・チームのコミュニケーションを理解し活用できる。 

到達 

目標 

・利用者・家族とのコミュニケーション・相談援助の技術を修得している。 

・援助関係を構築し、ニーズの意欲を引き出すことができる。 

・利用者の感覚・運動・認知等の機能に応じたコミュニケーションの技法を選択し活用できる。 

・状況や目的に応じた記録、報告、会議等での情報の共有化ができる。 

授業計画 

単元 主題 授業内容 備考 

1 介護におけるコミュニケーション技術 

バイスティックの 7 原則を中心に、傾聴・質

問・意向の調整等介護におけるコミュニケ

ーション技術を具体的に理解していく。 

  

2 
介護場面における利用者・家族との

コミュニケーション 

事例を中心に、さまざまな障がいなどを持

った利用者に対してのコミュニケーション技

術を理解していく。 

  

3 
介護におけるチームのコミュニケー

ション 

記録・報告・会議などチームに必要なコミュ

ニケーション技術を理解していく。 
遂語記録を活用する。 

教科書 介護福祉士実務者研修テキスト 第２巻「介護のⅠ」 (中央法規出版) 

成績評

価 
期限内提出、7 割以上の理解度および修了試験での評価とする 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（生活支援技術Ⅰ） 

科目名 生活支援技術Ⅰ 担当者 中井慎一・奥野 誠 

授業形

態 
通信 授業時間 20 時間 人数 30 名 

学習 

目的 
ICF・ボディメカニクスを活用し、利用者の状態を考えながら介護技術の基本を実践する。 

到達 

目標 

・生活支援における ICF の意義と枠組みを理解している。 

・ボディメカニクスを活用した介護の原則を理解し、実施できる。 

・介護技術の基本(移動・移乗、食事、入浴・清潔保持、排泄、着脱、整容、口腔清潔、家事援助等)を修得している。 

・居住環境の整備、福祉用具の活用等により、利用者の環境を整備する視点、留意点を理解している。 

授業計画 

単元 主題 授業内容 備考 

1 生活支援と ICF 
アセスメントにおける ICF と生活支援の関

連を理解していく。 
  

2 居住環境の整備と福祉用具の活用 

住まいは人間には欠かせないものであるこ

とを理解した上で、福祉用具の活用などに

より、どのように住み慣れた住まいで生活

できるのかを考察する。 

  

3 移動・移乗の介護技術の基本 

ボディメカニクスを活用しながら、体位変

換・車いすの活用・歩行支援等の技術の基

本を修得する。 

  

4 食事の介護技術の基本 

日常生活における食事の重要性を理解し、

残存能力を活用できる場合、食事支援の誤

嚥防止等様々な場合の介護技術の基本を

修得する。 

  

5 入浴・清潔保持の介護技術の基本 

安全に入浴していく支援を理解し、清拭・部

分浴など清潔保持も含め基本的な介護技

術基本を修得する。 

  

6 排泄の介護技術の基本 

高齢者における排泄の障がいやコントロー

ルを理解し、尿路感染に留意しながら、介

護技術の基本を修得する。 

  

7 着脱・整容・口腔清潔の基本 
残存能力の活用や QOL の向上を考えなが

ら、介護技術の基本を修得する。 
  

8 家事援助の基本 

調理・清掃・買い物など、日常生活に不可

欠な家事についてプロセスを確認し、家事

援助の基本的な介護技術を修得する。 

  

教科書 介護福祉士実務者研修テキスト 第２巻「介護のⅠ」 (中央法規出版) 

成績評

価 
期限内提出、7 割以上の理解度および修了試験での評価とする 

 
 



（生活支援技術Ⅱ） 

科目名 生活支援技術Ⅱ 担当者 中井慎一 

授業形

態 
通信 授業時間 30 時間 人数 30 名 

学習 

目的 
生活支援技術Ⅰで学んだ介護技術を実践し、利用者に合わせた介護技術を修得する。 

到達 

目標 

・以下について利用者の心身の状況に合わせた介護、福祉用具等の活用、環境整備を行うことができる。 

  移動・移乗、食事・入浴・清潔保持、排泄、着脱・整容・口腔清潔、睡眠、終末期の介護 

授業計画 

単元 主題 授業内容 備考 

1 移動・移乗の介護 

安楽な体位や褥瘡の予防などを理解し、さ

まざまな状況の利用者に対して適切な支援

を行える技術を修得する。 

  

2 食事の介護 

誤嚥・窒息・脱水の発見および予防につい

て理解し、さまざまな状況の利用者に対し

て適切な支援を行える技術を修得する。 

  

3 入浴・清潔保持の介護 

入浴における留意点を理解し、さまざまな

状況の利用者に対して適切な行える技術を

修得する。 

  

4 排泄の介護 

ポータブルトイレ・パッドの活用、ストーマ・

パウチの排泄物の除去の方法、頻尿・便秘

などの対応の方法を理解し、さまざまな状

況の利用者に対して適切な支援を行える技

術を修得する。 

  

5 着脱・整容・口腔清潔の介護 

心地よい顔の拭き方、ひげ・爪の手入れな

ど具体的な支援を理解し、さまざまま状況

の利用者に対して適切な支援を行える技術

を修得する。 

  

6 睡眠の介護 

睡眠における日中活動の重要性や服薬の

効果を理解し、さまざまな状況の利用者に

対して適切な支援を行える技術を修得す

る。 

  

7 終末期の介護 

終末期ケアの意義を学び、何を支えればい

いのか、危篤時の支援の実際はどうなの

か、グリーフケアを含めての家族支援につ

いて考察していく。 

  

教科書 介護福祉士実務者研修テキスト 第２巻「介護のⅠ」 (中央法規出版) 

成績評

価 
期限内提出、7 割以上の理解度および修了試験での評価とする 

 
 



（介護過程Ⅰ） 

科目名 介護過程Ⅰ 担当者 奥野 誠 

授業形

態 
通信 授業時間 20 時間 人数 30 名 

学習 

目的 
介護過程の基礎的な知識を理解し、展開することができる。 

到達 

目標 

・介護過程の目的、意義、展開等を理解している。 

・介護過程を踏まえ、目標に沿って計画的に介護を行う。 

・チームで介護過程を展開するための情報共有の方法、各職種の役割を理解している。 

授業計画 

単元 主題 授業内容 備考 

1 介護過程の意義と目的 
介護の概念を再認識し、介護過程を展開す

る必要性を理解していく。 
  

2 介護過程の展開 

介護過程のプロセスを重視し、どのようなプ

ロセスを経ていくかを具体的にみていき、流

れを理解していく。 

  

3 介護過程とチームアプローチ 

介護過程とケアマネジメントを結びつけなが

ら、チームアプローチを実践しながら、専門

職としての介護福祉士の役割を理解してい

く。 

  

教科書 介護福祉士実務者研修テキスト 第３巻「介護Ⅱ」 (中央法規出版) 

成績評

価 
期限内提出、7 割以上の理解度および修了試験での評価とする 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（介護過程Ⅱ） 

科目名 介護過程Ⅱ 担当者 奥野 誠 

授業形

態 
通信 授業時間 25 時間 人数 30 名 

学習 

目的 
紙上の事例の中で、利用者の状況を把握しチームアプローチを考えながら、介護過程を実践していく技術を身に付ける。 

到達 

目標 
・情報収集、アセスメント、介護計画立案、実施、モニタリング、介護計画の見直しを行うことができる。 

授業計画 

単元 主題 授業内容 備考 

1 介護過程の実践的展開 

事例による介護過程の展開の重要性を理

解し、何度も繰り返していくことは大切であ

ることを把握する。 

  

2 事例による介護過程の展開 
高齢者(施設・在宅)、障がい者の事例を用

いて、実際に介護過程を展開していく。 
  

3 演習 
今までの内容を理解した上で、事例を自分

自身で展開していく技術を身に付ける。 
  

教科書 介護福祉士実務者研修テキスト 第３巻「介護Ⅱ」 (中央法規出版) 

成績評

価 
期限内提出、7 割以上の理解度および修了試験での評価とする 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（介護過程Ⅲ） 

科目名 介護過程Ⅲ 担当者 中井慎一・奥野 誠 

授業形

態 
演習 授業時間 45 時間 人数 30 名 

学習 

目的 

グループごとに分かれて、少人数で利用者との対応や職務の理解などを理解しながら、実務者研修で修得した介護過程の展開や生活支援技術

等の知識・技術が実践できる。 

到達 

目標 

・実務者研修過程で学んだ知識・技術を確実に修得し、活用できる。 

・知識・技術を総合的に活用し、アセスメント、介護計画立案、実施、介護計画の見直しを行うことができる。 

・介護計画を踏まえ、安全確保・事故防止・家族との連携・支援、他職種・他機関との連携を行うことができる。 

・知識・技術を総合的に活用し、利用者の心身の状況などに応じた介護を行うことができる。 

授業計画 

単元 主題 授業内容 備考 

1 
利用者の特性に応じた介護過程の

実践的展開 

介護者の様々な生活形態を理解し、いかに

介護過程を展開していくかを検討していく意

義を理解していく。 

  

2 事例検討 

様々な事例の中で介護過程を検討してい

き、実際に支援を行っていくためにはどのよ

うにしていけばいいか検討していく。 

適宜施設見学を促していく。 

教科書 介護福祉士実務者研修テキスト 第３巻「介護Ⅱ」 (中央法規出版) 

成績評

価 
面接授業時の態度及び評価票に沿って演習を行い評価する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（老化と発達の理解Ⅰ） 

科目名 老化と発達の理解Ⅰ 担当者 中井慎一・奥野 誠 

授業形

態 
通信 授業時間 10 時間 人数 30 名 

学習 

目的 

老化に伴う心身の変化を理解し、どのように日常生活に影響するかを把握する。 

到達 

目標 

・老化に伴う心理的な変化の特徴と日常生活への影響を理解している。 

・老化に伴う身体的機能の変化の特徴と日常生活への影響を理解している。 

授業計画 

単元 主題 授業内容 備考 

1 心の変化と日常生活への影響 

老化が及ぼす日常生活における心理的影

響を把握しながら、老人期における QOL・

生きがいや適応課題・パーソナリティについ

て考えていく。 

  

2 身体の変化と日常生活への影響 

老化が及ぼす日常生活における身体的影

響を把握しながら、影響に関して各器官に

ついて理解していく。 

  

教科書 介護福祉士実務者研修テキスト 第４巻「こころとからだのしくみ」 (中央法規出版) 

成績評

価 
期限内提出、7 割以上の理解度および修了試験での評価とする 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（老化の発達と理解Ⅱ） 

科目名 老化と発達の理解Ⅱ 担当者 中井慎一・奥野 誠 

授業形

態 
通信 授業時間 20 時間 人数 30 名 

学習 

目的 

人間の発達を通じて、老年期の心理的な課題を把握し、高齢者に多い疾病等の留意点を理解している。 

到達 

目標 

・発達の定義、発達段階、発達課題について理解している。 

・老年期の発達課題、心理的な課題(老化、役割の変化、障がい、喪失、経済的不安、うつ等)と支援の留意点について理解している。 

・高齢者に多い症状・疾病等と支援の留意点について理解している。 

授業計画 

単元 主題 授業内容 備考 

1 人間の成長・発達 

生理的・心理的発達の動きを知り、エリクソ

ンの発達段階を中心に発達段階の意味と

一般的な発達区分を理解する。 

  

2 老年期における発達課題 

単元Ⅰで学習した中でも老年期の発達・パ

ーソナリティを理解し、高齢期で起きやすい

心理的変化(喪失体験等)を留意しながら、

いかにサクセスフルエイジングを迎えるか

を考察していく。 

  

3 高齢者に多くみられる症状・疾病等 

老化における心身的な機能低下に伴う、高

齢者における症状や疾病とその対応を理

解していく。 

  

教科書 介護福祉士実務者研修テキスト 第４巻「こころとからだのしくみ」 (中央法規出版) 

成績評

価 
期限内提出、7 割以上の理解度および修了試験での評価とする 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（認知症の理解Ⅰ） 

科目名 認知症の理解Ⅰ 担当者 中井慎一・奥野 誠 

授業形

態 
通信 授業時間 10 時間 人数 30 名 

学習 

目的 

認知症は何かを知り、認知症の特徴を把握して支援の基本を習得する。 

到達 

目標 

・認知症ケアの取り組みの経過を踏まえ、今日的な認知症ケアの理念を理解している。 

・認知症による生活上の障がい、心理・行動の特徴を理解している。 

・認知症の人やその家族に対する関わり方の基本を理解している。 

授業計画 

単元 主題 授業内容 備考 

1 認知症ケアの理念と概念 

認知症ケアの理念を理解し、その人らしい

支援を行いながら人としてできることを考察

して支援していくことを検討していく。 

  

2 
認知症による生活障がい、心理・行

動の特徴 

認知症の中核症状・周辺症状を理解し、日

常生活にどのように影響するかを把握して

いく。 

  

3 認知症の人との関わり、支援の方法 

関わる前に、まずは支援者の感情のコント

ロールの重要性を理解し、実際に認知症の

方との関わり方の基本を修得する。 

  

教科書 介護福祉士実務者研修テキスト 第４巻「こころとからだのしくみ」 (中央法規出版) 

成績評

価 
期限内提出、7 割以上の理解度および修了試験での評価とする 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（認知症の理解Ⅱ） 

科目名 認知症の理解Ⅱ 担当者 中井慎一・奥野 誠 

授業形

態 
通信 授業時間 20 時間 人数 30 名 

学習 

目的 

医学的側面からの認知症の症状を理解し、家族を含め認知症の人への支援ができる。 

到達 

目標 

・代表的な認知症(若年性認知症含む)の原因疾患、症状、障がい、認知症の進行による変化、検査や治療等についての医学的知識を理解して

いる。 

・認知症の人の生活歴、疾患、家族・社会関係、居住環境等についてアセスメントし、その状況に合わせた支援ができる。 

・地域におけるサポート体制を理解し、支援に活用できる。 

授業計画 

単元 主題 授業内容 備考 

1 医学的側面から見た認知症の理解 

医療的側面から見た認知症の内容を学習

し、認知症の診断・各症状の特徴を理解し

ていく。 

  

2 認知症の人や家族への支援の実際 

認知症の症状の時期によって、本人や家族

の支援の方法をそれぞれ理解し、チームア

プローチの重要性や家族に対するレスパイ

トケア・エンパワメントなどについて考察して

いく。 

  

教科書 介護福祉士実務者研修テキスト 第４巻「こころとからだのしくみ」 (中央法規出版) 

成績評

価 
期限内提出、7 割以上の理解度および修了試験での評価とする 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（障害の理解Ⅰ） 

科目名 障がいの理解Ⅰ 担当者 中井慎一・奥野 誠 

授業形

態 
通信 授業時間 10 時間 人数 30 名 

学習 

目的 

障がい者福祉の理念を把握し、障がいの特徴を踏まえ支援の基本を修得する。 

到達 

目標 

・障がいの理念の変遷や障がい者福祉の歴史を踏まえ、今日的な障がい者福祉の理念を理解している。 

・障がい(身体・知的・精神・発達障がい・難病等)により生活上の障がい、心理・行動の特徴を理解している。 

・障がい児者やその家族に対する関わり・支援の基本を理解している・ 

授業計画 

単元 主題 授業内容 備考 

1 障がい者福祉の理念 
ICF に基ずく障がいの概念を学習し、障が

い者福祉の理念を理解していく。 
  

2 
障がいによる生活障がい、行動・心

理の特徴 

各障がいにおける生活上の障がいを考察

し、どのようにすれば日常生活をスムーズ

に行えるかを検討していく。 

  

3 
障がい児・者や家族への関わり・支

援の基本 

障がいを持っている人や家族に対する支援

の基本的な視点を考え、どういった意義が

あるか考察していく。 

  

教科書 介護福祉士実務者研修テキスト 第４巻「こころとからだのしくみ」 (中央法規出版) 

成績評

価 
期限内提出、7 割以上の理解度および修了試験での評価とする 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（障害の理解Ⅱ） 

科目名 障がいの理解Ⅱ 担当者 中井慎一・奥野 誠 

授業形

態 
通信 授業時間 20 時間 人数 30 名 

学習 

目的 

医学的側面から障がいを理解し、家族を含め地域における障がい児者への支援ができる。 

到達 

目標 

・様々な障がいの種類・特性、障がいに伴う機能の変化等について医学的知識を修得する。 

・障がい児者の障がい、家族・社会関係、居住環境等についてアセスメントし、その状況に合わせた支援ができる。 

・地域におけるサポート体制を理解し、支援に活用できる。 

授業計画 

単元 主題 授業内容 備考 

1 
医学的な側面から見た障がいの理

解 

医学的な側面から見た各障がいの特徴を

学習し、具体的に障がいをとらえていく。 
  

2 障がい児・者への支援の実際 

個別支援を前提にして、障がい者本人やそ

の家族の支援の方法を理解し、地域で生

活するにはどのようにすればよいかを考察

していく。 

  

教科書 介護福祉士実務者研修テキスト 第４巻「こころとからだのしくみ」 (中央法規出版) 

成績評

価 
期限内提出、7 割以上の理解度および修了試験での評価とする 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（こころとからだのしくみⅠ） 

科目名 こころとからだのしくみⅠ 担当者 中井慎一・奥野 誠 

授業形

態 
通信 授業時間 20 時間 人数 30 名 

学習 

目的 

介護に関連した身体の仕組みの基礎的な理解ができ、生活支援技術と関連づけていく。 

到達 

目標 

・介護に関係した身体の構造や機能に関する基本的な知識を修得している。 

 (移動・移乗、食事、入浴・清潔保持、排泄、着脱、整容、口腔清潔等) 

授業計画 

単元 主題 授業内容 備考 

1 
移動・移乗に関連するからだのしく

み 

生活に必要な行為として移動・移乗がある

ことを理解し、その行為におけるからだのし

くみを修得する。 

  

2 食事に関連するからだのしくみ 

日常生活の中での栄養摂取など食事の重

要性を理解し、基本的な体の仕組みを理解

しておく。また、代表的な栄養摂取法を修得

しておく。 

  

3 
入浴・清潔保持に関連するからだの

しくみ 

日常生活における、清潔保持の意義や入

浴の 3 つの作用を理解し、基本的な体の仕

組みを学ぶ。 

  

4 排泄に関連するからだのしくみ 
排泄行為がなぜ起こるのか把握し、基本的

な体の仕組みを理解しておく。 
  

5 
着脱、整容、口腔清潔に関連するか

らだのしくみ 

なぜ日常生活の中で身支度を行うかを考

え、基本的な体の仕組みを理解しておく。 
  

教科書 介護福祉士実務者研修テキスト 第４巻「こころとからだのしくみ」 (中央法規出版) 

成績評

価 
期限内提出、7 割以上の理解度および修了試験での評価とする 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（こころとからだのしくみⅡ） 

科目名 こころとからだのしくみⅡ 担当者 中井慎一・奥野 誠 

授業形態 通信 授業時間 60 時間 人数 30 名 

学習 

目的 

人体の構造・機能、身体のしくみ、心理・認知機能等を踏まえた介護におけるアセスメントや観察のポイント及び介護の留意点を理解する。 

到達 

目標 

・人間の基本的欲求、学習・記憶などに関する基礎的知識を修得している。 

・生命の維持・恒常、人体の部位、骨格・関節・筋肉・神経、ボディメカニクス等、人体の構造と機能について基本的な知識を修得している。 

・身体の仕組み、心理・認知機能等についての知識を活用し、アセスメント、観察、介護、他職種の連携が行える。 

授業計画 

単元 主題 授業内容 備考 

1 人間の心理 

マズローの階層欲求説をもとに、人間の欲

求の基本的理解を行い、人間のこころの仕

組みを把握する。 

  

2 人体の構造と機能 

生命の維持・恒常の仕組みを把握し、人間

の体の仕組みを具体的に各機関ごとに理

解していく。 

  

3 
移動・移乗における観察のポイン

ト 

移動・移乗における観察のポイントを理解

し、特にエピソードなどを把握し、時には他

職種との連携を行う重要性を修得する。 

  

4 食事における観察のポイント 

食事における観察のポイントを理解し、特

に医療職との連携を行っていく重要性を修

得する。 

  

5 
入浴・清潔保持における観察の

ポイント 

入浴・清潔保持における観察のポイントを

理解し、特に医療職との連携を行っていく

重要性を修得する。 

  

6 排泄における観察のポイント 

排泄における観察のポイントを理解し、特

に医療職との連携を行っていく重要性を修

得する。 

  

7 
着脱・整容・口腔清潔における観

察のポイント 

身支度における観察のポイントを理解し、

特に医療職との連携を行っていく重要性を

修得する。 

  

8 睡眠における観察のポイント 

睡眠の仕組みを把握し、心身機能の低下

による睡眠への影響(中途覚醒等)があるこ

とを学習し、観察のポイントや医療職との連

携を行っていく重要性を修得する。 

  

9 終末期における観察のポイント 

死後を含めた終末期の身体機能の特徴を

知り、医療職との連携を行っていく重要性を

修得する。 

  

教科書 介護福祉士実務者研修テキスト 第４巻「こころとからだのしくみ」 (中央法規出版) 

成績評価 期限内提出、7 割以上の理解度および修了試験での評価とする 



（医療的ケア） 

科目名 医療的ケア 担当者 森 智子・岡本 直子 

授業形

態 
通信 授業時間 50 時間 人数 30 名 

学習 

目的 

医療的ケアを安全に行うための基礎知識、喀痰吸引及び経管栄養の実施手順について理解する。 

到達 

目標 

・医療的ケアを安全に実施するための基礎的知識について理解し、関連する法制度や倫理等を理解している。 

・感染予防、安全管理体制等についての基礎的知識について理解している。 

・喀痰吸引の基本的知識を理解し、喀痰吸引における急変・事故発生時の対応、実施手順についても理解している。 

・経管栄養の基本的知識を理解し、経管栄養における急変・事故発生時の対応、実施手順についても理解している。 

授業計画 

単元 主題 授業内容 備考 

1 医療的ケア 
喀痰吸引等制度、医療的ケアと喀痰吸引

の背景について理解する。 
  

2 安全な療養生活 

安全に喀痰吸引や経管栄養を提供する重

要性を理解する。また救急蘇生についての

重要性を理解する。 

  

3 清潔保持と感染予防 
感染について理解し、感染予防の重要性を

理解する。 
  

4 健康状態の把握 

身体・精神の健康について、平常状態、急

変状態を理解し、急変時の対応を理解す

る。 

  

5 
高齢者及び障害児・者の喀痰吸引

概論 

呼吸の仕組みとはたらき、喀痰吸引の基本

的知識を理解する。 

喀痰吸引における急変・事故発生時の対

応などについて理解する。 

  

6 
高齢者及び障害児・者の喀痰吸引

実施手順 

喀痰吸引の実施手順(口腔内、鼻腔内、気

管カニューレ内部)を理解する。 
  

7 
高齢者及び障害児・者の経管栄養

概論 

消化器系のしくみとはたらき、経管栄養を

受ける人の気持ちの理解など、経管栄養の

基本的知識を理解する。経管栄養における

急変・事故発生時の対応などについて理解

する。 

  

8 
高齢者及び障害児・者の経管栄養

実施手順 

経管栄養の実施手順(胃ろうまたは腸ろうに

よる経管栄養・経鼻経管栄養)を理解する。 
  

教科書 介護福祉士実務者研修テキスト 第５巻「医療的ケア」 (中央法規出版) 

成績評

価 
期限内提出、7 割以上の理解度および修了試験での評価とする 

 
 
 



（医療的ケア：演習） 

科目名 医療的ケア（演習） 担当者 森 智子・岡本 直子 

授業形

態 
演習 授業時間 10 時間 人数 30 名 

学習 

目的 

喀痰吸引及び経管栄養のケアについて、実際の流れに沿っって演習を行い、喀痰吸引及び経管栄養のケアの実際を理解する。 

到達 

目標 

・喀痰吸引のケア実施の流れについて、評価票に基づき、口腔内、鼻腔内、気管カニューレ内部をそれぞれ 5 回以上行い、評価を得る。 

・経管栄養のケア実施の流れについて、評価票に基づき、胃ろうまたは腸ろうによる経管栄養、経鼻経管栄養をそれぞれ 5 回以上行い、評価を

得る。 

・救急蘇生法について、心肺蘇生の流れを 1 回以上行う。 

授業計画 

単元 主題 授業内容 備考 

1 喀痰吸引のケア実施 
喀痰吸引のケア実施の流れについて演習

を通して理解する。 
  

2 経管栄養のケア実施 
経管栄養のケア実施の流れについて演習

を通して理解する。 
  

3 救急蘇生法 
救急蘇生法について、心肺蘇生の流れを

演習を通して理解する。 
  

教科書 介護福祉士実務者研修テキスト 第５巻「医療的ケア」 (中央法規出版) 

成績評

価 
面接授業時の態度及び評価票に沿って演習を行い評価する。 

 


